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※
感
染
防
止
対
策
加
算
１

　

専
従
で
感
染
担
当
医
な
ど
を
配

置
し
、
委
員
会
を
組
織
す
る
医
療
機

関
に
与
え
ら
れ
、５
千
円
程
の
診
療

報
酬
を
加
算
で
き
る
。
た
だ
し
、
感

染
防
止
対
策
加
算
２
の
医
療
機
関

と
年
４
回
以
上
の
研
修
会
な
ど
を

行
う
こ
と
が
条
件
。
感
染
防
止
対
策

加
算
２
の
医
療
機
関
は
、
専
任
の
感

染
担
当
医
な
ど
を
配
置
し
、
委
員
会

を
組
織
し
て
い
る
医
療
機
関

●
一
関
地
区
感
染
連
携
協
議
会

２
０
１
２
年
４
月
発
足
。
県
立
磐
井

病
院
を
中
心
に
県
立
千
厩
病
院
、
県

立
大
船
渡
病
院
、
県
立
高
田
病
院
、

県
立
南
光
病
院
、一
関
病
院
、
岩
手

病
院
、
ひ
が
し
や
ま
病
院
、
国
保
藤

沢
病
院
、
昭
和
病
院
、
西
城
病
院
―

の
10
院
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
構
成
。
各
医
療

機
関
が
垣
根
を
越
え
て
連
携
、
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
展
開
。
感

染
対
策
は
県
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

●
県
立
磐
井
病
院
Ｉ
Ｃ
Ｔ

加
藤
博
孝
院
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
医

師
、
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
薬

剤
師
で「
磐
井
病
院
感
染
対
策
チ
ー

ム
」（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
組
織
。
感
染

管
理
の
資
格
を

有
す
る
医
師
、

看
護
師
、
臨
床

検
査
技
師
が
そ

ろ
う
の
は
県
内

で
も
数
少
な
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
の
脅
威

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
死
に
至
る

危
険
性
が
あ
る
怖
い
病
気
だ
と
い

う
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
か
―

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
咳
、
鼻
水
、

の
ど
の
痛
み
に
加
え
、
高
熱
、
関

節
痛
、
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状

が
表
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
感

染
力
は
強
く
、「
飛
沫
感
染
」（
咳

や
く
し
ゃ
み
の
飛
沫
が
口
か
ら
体

内
に
入
り
込
ん
で
感
染
）
が
主
で

す
。
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る

人
は
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
、
小

児
は
ま
れ
に
脳
炎
を
引
き
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
、
重
症
化
し
た
り
、

死
亡
し
た
り
す
る
危
険
性
が
増
し

ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
毎
年
、
世

界
各
地
で
流
行
し
ま
す
。
日
本
で

は
低
温
、
乾
燥
が
続
く
12
か
ら
２

月
に
か
け
て
流
行
し
ま
す
。
大
流

行
の
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け

で
な
く
、
肺
炎
や
各
種
慢
性
基
礎

疾
患
で
亡
く
な
る
人
も
増
え
、
全

体
の
死
亡
者
数
が
増
加
す
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
機
関
が
感
染
対
策
で
連
携

　

感
染
管
理
に
従
事
す
る
医
師
な

ど
を
中
心
に「
感
染
対
策
チ
ー
ム
」

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
設
置
す
る
医
療
機
関

が
あ
り
ま
す
。

　

感
染
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
抗
菌

薬
適
正
使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
病

棟
回
診
な
ど
院
内
の
感
染
管
理
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
職
員
の
予
防

接
種
に
も
積
極
的
に
行
い
、
感
染

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
４
月
に
発
足
し
た「
一
関

地
区
感
染
連
携
協
議
会
」
は
、※
感

染
防
止
管
理
加
算
１
を
取
得
し
て

い
る
県
立
磐
井
病
院（
加
藤
博ひ

ろ

孝た
か

院
長
）
を
中
心
と
し
た
10
医
療
機

関
が
連
携
す
る
組
織
で
す
。
各
医

療
機
関
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
合
同
で
会
議

を
開
い
た
り
、
情
報
を
共
有
し
た

り
し
な
が
ら
、
垣
根
を
越
え
て
感

染
対
策
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
に
所
属
す
る
医
療
機
関

で
感
染
症
が
流
行
す
る
と
他
の
医

療
機
関
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
現
地
に
出
向

い
て
相
談
を
受
け
た
り
、
治
療
に

当
た
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。「
ス
タ
ッ
フ
の
手
洗
い
は
で
き

て
い
る
か
」「
院
内
環
境
は
き
れ
い

か
」
な
ど
、
互
い
に
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
、
意
見
を
出
し
合
っ
た
り
し

ま
す
。
問
題
点
が
あ
れ
ば
、
連
携

す
る
全
て
の
医
療
機
関
の
課
題
と

し
て
把
握
し
、
改
善
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

磐
井
病
院
の
加
藤
院
長
は「
一

関
地
域
の
感
染
対
策
活
動
は
、
県

内
で
も
先
進
的
。
連
携
活
動
は
感

染
対
策
の
底
上
げ
に
つ
な
が
り
、

地
域
全
体
の
レ
ベ
ル
向
上
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
」
と
見
え
始
め
た

効
果
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
医
療
機
関
が
連
携
し
て

感
染
対
策
を
講
じ
る
中
、
利
用
者

で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

も
必
要
不
可
欠
で
す
。

不
要
不
急
の
来
院
は
危
険
大

　

医
療
機
関
の
入
院
病
棟
は
、
患

感染を予防
市内の各医療機関は連携しながら

「インフルエンザ」などの感染対策に力を入れています

流行するインフルエンザなどの

者
が
安
静
に
過
ご
せ
る
場
所
、
治

療
に
専
念
で
き
る
環
境
で
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。
協
議
会
に
所
属

す
る
医
療
機
関
は
院
内
感
染
を
防

ぐ
た
め
、
▼
熱
の
有
無
を
確
認
す

る
▼
感
染
症
患
者
を
隔
離
す
る
▼

入
院
患
者
に
薬
を
投
与
す
る
―
な

ど
の
対
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。
患

者
の
中
に
は
免
疫
が
低
下
し
、
感

染
し
や
す
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
感
染
し
て
亡
く
な
る
人
も

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
止
す
る

た
め
に
、
感
染
症
の
流
行
期
に
入

院
患
者
へ
の「
面
会
制
限
」
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
外
部
か
ら

の
ウ
イ
ル
ス
侵
入
を
防
ぐ
た
め
で

す
。
院
内
対
策
を
し
て
い
る
に
も

市内７つの医療機関から報告された１医療機関当たりの平均報告数

1.0を上回ると流行入り、10.0以上で注意報レベル、30.0以上で警報レベルにあると判断される
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関
わ
ら
ず
院
内
感
染
が
広
が
る
の

は
、
外
部
の
人
か
ら
入
院
患
者
に

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
仮
に
感
染

し
て
い
な
く
て
も
、
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

一
関
管
内
の
今
期
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
は
、
１
月
中
旬
が

ピ
ー
ク
で
し
た
。
患
者
は
例
年
よ

り
も
多
く
、県
立
磐
井
病
院
で
は
、

面
会
を
禁
止
し
た
り
、
熱
を
計
測

し
て
面
会
許
可
証
を
発
行
し
た

り
し
ま
し
た
。
あ
る
日
曜
日
の
面

会
希
望
者
数
は
４
５
０
人
に
も
上

り
、
制
限
す
る
に
も
大
変
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

　
「
面
会
対
応
は
各
医
療
機
関
共

通
の
悩
み
。『
せ
っ
か
く
来
た
の

①手洗い、うがい
　手洗い、うがいは感染予防になります。普段から

習慣付けて行うようにしましょう。冬季はインフルエ

ンザやノロウイルスが流行します。流行期はそれら

をこまめに行うことが効果的です。
※擦り込み式のアルコール消毒剤は、液を手に取り、
手全体に擦り込んでください。ハンカチやティッシュ

で拭きとったり、洗い流さないでください。
②不要不急の面会制限
　インフルエンザやノロウイルスの流行時期は不要
不急の面会は遠慮してください。
③咳エチケット
　熱や咳などの症状があり、病院を受診する際は、
ティッシュで口を覆ったり、マスクを着用したりする

など「咳エチケット」を行いましょう。
④処方された薬は全て飲み切る
　インフルエンザを発症し、内服治療した場合は症
状がなくなっても処方された日にち分、飲みきって

ください。症状がなくなっても、ウイルスを排出して

いる場合があります。周りに広げないためにも、薬
を飲みきってください。
⑤インフルエンザ予防接種
　ワクチン接種でインフルエンザに軽く罹って、本
当のインフルエンザに感染した時の体内対応を練習
する働きがワクチン接種です。重症化や合併症の発
生を予防する効果があります。決して、インフルエ

ンザに罹らないためではありません。高齢者に対す

るワクチン接種は、接種しない場合に比べて、死亡
の危険を約１/５に、入院の危険を約１/３まで減少
させることが期待できます。
⑥栄養と睡眠
　十分な栄養や睡眠をとるなど、体調を管理してく

ださい。症状がある場合には、感染拡大防止のため

にも無理をして学校や職場などに行かず、早めに医
療機関を受診しましょう。
⑦人込みを避ける

　流行期に人込みを避け、感染しないようにしましょ

う。避けられない場合などはマスクを着用してくだ

さい。

に
』
と
怒
っ
て
帰
る
人
も
い
ま
す
。

院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な

対
策
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
ほ

し
い
で
す
」

　

入
院
患
者
を
励
ま
す
お
見
舞
い

も
、
時
と
し
て
脅
威
に
代
わ
り
ま

す
。
感
染
症
の
流
行
期
は
も
ち
ろ

ん
、
普
段
か
ら
不
要
不
急
な
来
院

は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

治
療
や
治
療
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
支
え
や
協
力
が
必
要
で
す
。
今

年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
は

終
息
に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
日

頃
か
ら
感
染
に
関
心
を
持
ち
、
予

防
を
意
識
し
た
暮
ら
し
方
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

すぐにできる感染予防

■１医療機関当たりの平均インフルエンザ患者数推移 「岩手県感染症情報センター」感染症週報から抜粋

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

加
藤
博
孝
院
長

県
立
磐
井
病
院

インフルエンザなどを予防しよう

（医療機関
が連携 ）

■2012-13年

■2011-12年

■2010-11年

■2009-10年


